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日本ではこれまで堅果類はイノシシにとって秋から冬にかけて重要な食物資源であると

されてきたが，どの堅果類に依存しているのかは未だ不明であった．堅果類は結実量に年変

動を示し，イノシシは食物構成や栄養状態，農作物被害の発生まで様々な影響を受けること

が知られていたため，イノシシの依存する堅果類に関する情報は個体群管理に重要な知見で

ある． 
本研究では山口県下関市北部地域において2014年からの8年間にわたって捕獲された620

個体のイノシシの胃内容物を分析した結果，9月から10月はクリ，11月以降はツブラジイに

強く依存していることが明らかになった．ツブラジイは西日本の照葉樹林の主要な構成種で

あり，シードトラップ調査の結果2017年と2020年は豊作であった．豊作年にはツブラジイが

翌年の6月までイノシシの胃内容物から検出され，不作年にはタケ類を代替食物として2月頃

から利用していた．その結果，イノシシの栄養状態は有意な年変動は見られなかったものの，

豊作年には農作物被害が減少し，翌年の子の出産時期が早まる傾向が確認された．また誘引

餌を用いる箱わなによるイノシシの捕獲効率（CPUE）にはツブラジイの利用可能量が負の

影響を及ぼしていた．これまで日本では確認されてこなかったイノシシの“pulsed food res
ource consumer”としての側面を捉えることができた．ツブラジイは3年周期で豊作を発生

させることが知られている．不作年には田畑の侵入防止柵の見回りなどを徹底したり，豊作

年には捕獲効率の低い箱わなではなく，銃猟やくくりわなの使用を推奨するなど，ツブラジ

イの豊凶を考慮した被害対策や個体群管理を行うべきである．また生息地管理の観点から増

え続けるツブラジイ林と放棄竹林の管理についても考える必要がある． 
イノシシがツブラジイに依存した理由の一つとして被食防止物質であるタンニンが影響

していると考えられる．タンニンは渋み成分であり，タンパク質と結合し，消費者にタンパ

ク質消化率の低下や消化管の機能不全などの負の影響を与える．コナラ堅果の収斂性の強さ

は26.8mg/g(タンニン酸当量)，アラカシは14.1mg/g，クリは6.6mg/gであるのに対し，ツブラ

ジイは0.4mg/gと非常に少なかった．そのため，ツブラジイはイノシシにとって利用しやす

い食物資源であると考えられた． 
一方で，イノシシを家畜化したブタではタンニンの負の影響を軽減する防衛策として，タ

ンニン結合性唾液タンパク質であるプロリンリッチプロテイン（PRPs）を分泌することが

知られていたが，そのPRPsの堅果類に含まれる加水分解型タンニンに対する結合性はこれ



までよくわかっていなかった．イノシシの耳下腺から抽出したPRPsを用いて，コナラ抽出

タンニンに対する相対的な結合力を測定したところ，コナラやミズナラなどのタンニンを豊

富に含むコナラ属堅果に依存することが知られているツキノワグマのPRPsの約1/5の結合力

しかなかった．イノシシはクリやコナラ堅果を採食する9月から10月にかけて耳下腺を約3
倍肥大させ，PRPs産生量を増加させていた．11月以降，ツブラジイを消費し始めると耳下

腺は縮小し、耳下腺中のPRPs濃度も減少した．このことからイノシシもアカネズミなどで

知られているように，タンニン摂取刺激に応じてPRPs産生量を調節（フィードバック調節）

している可能性が示唆された．一方で，イノシシはそのPRPsのタンニンとの結合性の低さ

のために，タンニンを豊富に含む食物資源の積極的な利用を避けた方が，タンニンの負の影

響を回避することができると考えられ，このことがツブラジイの不作年にイノシシが本調査

地に優占するアラカシではなく，タンニンを含まないタケ類への依存度を高めた理由である

かもしれない． 
また哺乳類はタンパク質―タンニン複合体を分解することができないが，タンナーゼ産生

細菌を消化管内に共生させていれば，その複合体を分解することができる．クリやコナラの

堅果を消費し，タンニンを最も摂取する10月に捕獲されたイノシシの直腸糞からタンナーゼ

産生菌であるStreptococcus gallolyticusとS. macedonicusが検出された．これらの細菌はアカ

ネズミの糞やニホンジカの第一胃内でタンナーゼ産生細菌としてその動物のタンニン分解

に貢献していることが知られていた細菌であった．しかしながら糞食をしないイノシシにお

いて，複合体から解離したタンパク質を再利用できるかどうかはその細菌が胃より前の消化

管に存在する必要があり，今後タンナーゼ産生細菌のタンナーゼ活性の測定の他に共生して

いる消化管の部位を特定することで，イノシシのタンニンに対する防衛策におけるタンナー

ゼ産生細菌の役割が明らかになるだろう． 
以上のイノシシの長期的な食性分析と堅果類に含まれるタンニンに対する防衛に関する

生理学的な研究によって，照葉樹林帯に生息するイノシシの個体群管理に応用可能な重要な

知見を得ることができた． 
 
 
 

※なお、一部図表等を割愛しています。 


